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南
極
大
陸
は
、
そ
の
大
部
分
が
「
氷
床
」
と

い
わ
れ
る
厚
い
氷
に
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
沿

岸
部
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
（
大
陸
面
積
の
２
〜

３
％
）
岩
盤
が
現
れ
た
露
岩
地
域
が
あ
り
ま
す
。

私
は
デ
ー
タ
の
回
収
や
観
測
機
器
の
保
守
の
た

め
に
、
リ
ュ
ツ
ォ
・
ホ
ル
ム
湾
沿
岸
の
露
岩
地

域
４
箇
所
（
図
１
）
へ
行
き
ま
し
た
。

野
外
へ
出
か
け
る
と
き
は
、
観
測
機
材
と
食

料
、
テ
ン
ト
、
寝
袋
な
ど

野
外
生
活
に
必
要
な
装
備

を
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
積
ん

で
昭
和
基
地
か
ら
目
的
地

へ
向
か
い
ま
す
。
野
外
に

滞
在
中
は
毎
晩
、
昭
和
基

地
と
無
線
で
定
時
交
信
し
、

メ
ン
バ
ー
と
装
備
に
異
状

が
な
い
か
を
報
告
し
、
そ

の
日
の
行
動
と
翌
日
の
予

定
を
伝
え
ま
す
。
昭
和
基

地
か
ら
は
、
気
象
観
測
担

当
の
隊
員
（
気
象
庁
）
が

発
表
す
る
気
象
予
報
を
知

ら
せ
て
く
れ
ま
す
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
迎
え

に
来
る
日
に
は
、
出
発
の

２
時
間
前
に
現
地
の
風
向
、

風
速
、
視
程
な
ど
を
観
測

し
て
昭
和
基
地
へ
連
絡
し

ま
す
。
風
が
強
い
と
き
、

視
界
が
悪
い
と
き
、
雪
が

降
っ
て
い
る
と
き
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
運
行

を
見
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
悪
天
の
た

め
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
べ
ず
、
野
外
で
の
滞
在

日
数
が
延
び
た
り
、
観
測
計
画
の
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
こ
と
は
、
南
極
で
は
避
け
難
く
、

観
測
隊
員
は
そ
う
し
た
様
々
な
状
況
に
柔
軟
に

対
応
し
つ
つ
成
果
を
あ
げ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

ルンドボークスヘッタの露岩を歩く

図１　観測のために滞在した沿岸地域
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森林・林業
の解説

写真１　�南極氷床末端のアイスフォール（氷瀑）。近くの観測点では、氷が崩落する際に発生するインフラサウンド（低周波の空気振動）も観測
している。 （2016年1月10日、スカーレンにて）

写真３　左：アデリーペンギンの営巣地。右：海から戻った親鳥にえさをねだるヒナ。（2016年1月25日、スカルブスネスにて）

写真２　風化して蜂の巣状に穴のあいた岩。左：ルンドボークスヘッタにて（2016年1月8日）、右：スカーレンにて（2016年1月12日）


